
記者の
視 点

◆
…
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
難
燃
剤

や
触
媒
な
ど
に
使
わ
れ
る

三
酸
化
ア
ン
チ
モ
ン
の
原

料
で
あ
る
地
金
の
動
向
に

つ
い
て
。

「
主
要
生
産
国
の
中
国
の

輸
出
規
制
で
地
金
の
国
際
相

場
は
急
騰
し
た
が
、
同
国
国

外
で
の
鉱
石
の
採
掘
や
地
金

の
製
錬
が
増
え
た
こ
と
で
２

０
２
５
年
４
〜
６
月
期
を
ピ

ー
ク
に
下
落
基
調
で
推
移
す

る
。
国
際
相
場
は
中
国
の
国

内
相
場
と
の
内
外
価
格
差
が

解
消
す
る
と
こ
ろ
で
落
ち
着

く
と
い
う
の
が
大
半
の
見
方

だ
。
中
国
で
は
太
陽
光
パ
ネ

ル
向
け
の
需
要
も
あ
り
、
国

際
相
場
が
以
前
の
よ
う
に
１

㌧
数
千
㌦
台
ま
で
落
ち
る
こ

と
は
な
く
、
２
万
㌦
台
を
維

持
す
る
の
で
は
な
い
か
」

「
販
売
面
で
は
製
造
業
全

般
の
生
産
が
や
や
軟
調
で
、

三
酸
化
ア
ン
チ
モ
ン
の
価
格

上
昇
を
受
け
て
代
替
品
へ
の

切
り
替
え
な
ど
も
み
ら
れ

た
。
地
金
価
格
の
乱
高
下
が

落
ち
着
け
ば
販
売
数
量
も
持

ち
直
す
と
期
待
し
て
い
る
」

◆
…
国
際
情
勢
に
左
右
さ
れ

る
な
か
で
三
酸
化
ア
ン
チ

モ
ン
の
供
給
を
継
続
し
ま

し
た
。

「
顧
客
に
迷
惑
を
か
け
な

い
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、

中
国
以
外
の
原
料
調
達
先
の

確
保
や
低
品
位
原
料
の
『
使

い
こ
な
し
技
術
』
を
磨
い
て

き
た
こ
と
が
有
事
に
生
き

た
。
世
界
を
見
渡
す
と
三
酸

化
ア
ン
チ
モ
ン
の
供
給
が
不

足
す
る
国
・
地
域
は
残
る
。

メ
ー
カ
ー
が
限
ら
れ
る
な
か

で
、
当
社
に
も
世
界
各
地
か

ら
多
く
の
引
き
合
い
が
あ

る
。
生
産
拠
点
の
中
瀬
製
錬

所
（
兵
庫
県
養
父
市
）
で
合

理
化
・
省
人
化
投
資
を
進
め

る
計
画
だ
。
三
酸
化
ア
ン
チ

モ
ン
の
競
争
力
を
高
め
、
国

内
だ
け
で
な
く
海
外
の
需
要

も
取
り
込
ん
で
い
く
」

◆
…
金
属
粉
末
事
業
の
状
況

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響

も
あ
っ
て
２５
年
度
の
前
半
は

荷
動
き
が
芳
し
く
な
か
っ
た

が
、
後
半
に
入
り
右
肩
上
が

り
で
き
て
い
る
。
電
子
部
品

向
け
金
属
粉
末
は
民
生
用
途

が
例
年
１
〜
３
月
期
に
不
需

要
期
に
入
る
が
、
生
成
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
サ
ー
バ
ー
関

連
の
需
要
が
伸
び
て
お
り
、

季
節
要
因
が
薄
れ
つ
つ
あ

る
」「

電
子
部
品
向
け
は
合
金

粉
末
が
主
流
で
顧
客
ご
と
の

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
求
め
ら
れ

る
。
顧
客
の
要
求
特
性
に
合

っ
た
製
品
を
率
先
し
て
開
発

で
き
る
よ
う
、
子
会
社
日
本

ア
ト
マ
イ
ズ
加
工
で
は
金
属

ペ
ー
ス
ト
な
ど
の
川
下
技
術

も
含
め
た
研
究
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
電
子
部
品
の

軽
薄
短
小
化
に
追
従
す
る
微

細
化
へ
の
対
応
と
収
率
を
両

立
さ
せ
る
生
産
技
術
開
発
に

も
力
を
注
い
で
い
る
」

◆
…
２５
〜
２７
年
度
の
中
期
経

営
戦
略
で
掲
げ
る
新
事
業

創
出
に
向
け
た
足
取
り

は
。

「
２５
年
４
月
に
発
足
し
た

技
術
開
発
部
で
開
発
中
の
金

属
硫
化
物
は
特
殊
な
先
端
材

料
用
途
で
一
部
事
業
化
に
進

み
そ
う
な
案
件
が
あ
り
、
顧

客
と
一
対
一
の
開
発
を
進
め

て
い
る
。
日
本
ア
ト
マ
イ
ズ

加
工
と
も
互
い
の
持
つ
金
属

粉
末
の
技
術
を
生
か
し
た
新

製
品
の
開
発
や
既
存
製
品
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
向
け

た
技
術
交
流
を
実
施
し
て
い

る
。
経
営
の
安
定
性
向
上
に

向
け
て
第
三
、
第
四
の
柱
を

立
て
る
必
要
が
あ
る
と
の
認

識
の
も
と
、
両
事
業
の
川
上

領
域
で
あ
る
金
属
の
精
製
・

加
工
や
、
川
下
領
域
の
コ
ン

パ
ウ
ン
ド
（
複
合
材
料
）、金

属
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
既

存
事
業
と
の
シ
ナ
ジ
ー
（
相

乗
効
果
）
が
見
込
め
る
技
術

分
野
を
中
心
に
Ｍ
＆
Ａ
（
合

併
・
買
収
）
も
引
き
続
き
検

討
中
だ
」

（
小
林
徹
也
）

２５年の創業９０周年

を経て１００周年に向

けてスタートを切っ

た。植田社長は「次の１０年は国

際情勢も含めて大きな変化が

予想される。市場環境が大き

く変動しても影響を受けない

メーカーを目指す必要があ

る」と話す。三酸化アンチモン

の中国発ショック下で安定供

給力を発揮したが、今後も「さ

まざまな施策を講じ盤石な経

営基盤を構築する」と力を込

める。

日本精鉱

植田 憲高 社長

競
争
力
高
め
海
外
需
要
開
拓




